
様式詳説シリーズ
週1報告
・正式名称）療養・復帰準備状況報告書

・改訂の履歴とポイント

・各コンポートのねらい



二つの健康管理で整理する

“業務的”健康管理 “医療的”健康管理

従業員自身が

療養または復帰準備状
況を報告する役割をもつ

報告できない
＝病状が重い
→家族代理

会社側から
療養状況を把握し
療養支援を行う

電話してよいのか
躊躇することも多い
→突然の復職連絡
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ポイント；週1回の主体的報告

上司や保健師が、電話で連絡をとらなく
て良い。

（本人が、報告する）

→報告できないなら、療養専念期（復職時
期尚早）と判断（家族代理報告も許容）

◎負担軽減；受領はがき活用

（異動、軽減勤務の抑止）
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もっとも画期的なところ

・週1回という頻度

月1回と比較してみれば、その意義、ターゲットがわかる。

・自由記述 vs 生活記録表方式

・人事扱い vs 健康管理部門扱い

＋

療養期間中「ずっと」；病気欠勤、休職に関わらず

（私傷病によるものであると「公式」に知っているなら

有給休暇消化中も）



一番の改訂箇所

・当初は、療養専念期においては報告免除とし、復帰準備期から
報告を行う「復帰準備状況報告書」であった。

→結局、報告がなされないままになるという現実問題。

・最初のチェックは、2択(2&4)→3択(1,2,4)→4択と増加

□1 （家族代理）

□2 （本人記載）内容詳細免除

□3 療養の報告

□4 復帰準備状況の報告



それぞれのパートの意義

・療養・復帰順準備状況の記述（5W1Hを明確に）

・前回の報告と比較して改善した点

・復帰時期についての自身の考え

・復帰準備が完了しつつあることの説明

・復帰に関する主治医意見



☆復帰時期に関する自身の考え

・そろそろ復帰を検討したい

・1ヶ月以上は先になると考えている

・まだ具体的に予定としては考えていない

・その他



復帰準備が完了しつつあることの説明

・休職事由の消滅に関する主張・立証責任は
労働者側にある

（復職時期尚早であることを会社が示さなけ
ればならないわけではない）



復帰準備の詳細と前回より改善した点

Q．当社は規模も大きいので、200人以上休職
しており、毎週となると、健康管理側の負担
も大きいのですが・・・？

Q．薬の名前とかを報告されてもわからない
のですが。。。

Q．復帰判定って難しいですよね。



復帰に関する主治医意見

・2週間前に電話した際には、「病状が悪化し、
まったく復職は考えらない」と言っていた社員
が、突然復職可能の診断書を提出（実は、傷手
の付加給付がなくなるタイミング）してきた。

・人事総務からは、なんで急に復職になるのか
、健康管理部門の療養状況把握不足といわんば
かり。

・あらためて本人に確認すると、2週間前は悪か
ったか、ボランティア活動により劇的に改善し
たから大丈夫と主治医が言っていると。

→・・・


